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1 東北観光DMPの概要
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東北域内の観光マーケティングデータを一元管理するプラットフォーム

 東観推・各県市・DMOは分析から得られた情報を基に戦略立案・プロモーション・受入環境整備等に活用

◎各種広告 ・ イベント

◎旅行博 ・ 商談会 ・ セールスコール

◎HP ・ SNS ・ インフルエンサー

◎タリフ ・ パンフレット etc.

②プロモーション

自治体
Web・SNS

アクセスデータ

東観推
Web・SNS

アクセスデータ

調査データ
（アンケート等）

広告
データ

消費購買
データ

動態
データ

公的統計
データ

東北観光DMP

0パーティデータ

CRMデータ
「TOHOKU
Fan Club」

東北観光DMP（データマネジメントプラットフォーム）とは

◎ターゲット市場・層の選定

◎商品造成 ・ コンテンツ磨き上げ

◎広域的な連携の検討

◎ストーリー・コンセプトの設計 etc.

①戦略立案・打ち手の検討

◎多言語対応 ・ Wi-Fi

◎二次交通 ・ AIチャットボット

◎キャッシュレス化 ・ ワーケーション

◎ユニバーサル対応 etc.

③受入環境整備

1stパーティデータ 2ndパーティデータ 3rdパーティデータ

東北観光DMP
有償データ
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東北観光DMPダッシュボードのラインナップ（トップページ）

【Web分析】

                             

【Facebook分析】

                             

【Instagram分析】

                             

【公的統計分析】

                             

【動態分析（海外）】

                             

【消費購買】

                             

【動態分析（国内）】

                             

【アンケート分析】

                             

Web分析からCRM分析まで12種類をカテゴリ化 ダッシュボードの数は約70パターン

【クロス分析】
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【参考】 2026年度 有償データ格納および分析スケジュール

データ

海外

動態

国内

動態 1~３

月分

消費

購買

海外動態

国内動態

消費購買

3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

基本:

11～12月分

他:

9～10月分

基本:

1～2月分

他:

11～12月分

基本:

3～4月分

他:

1～2月分

基本:

5～6月分

他:

3～4月分

9月分

基本:

7～8月分

他:

5～6月分

基本:

9～10月分

他:

7～8月分

1～3

月分※

4～6

月分

4月分 5月分 6月分 7月分 8月分 10月分 11月分 12月分

三井住友カード㈱
３ヶ月分まとめて、最終月の2か月後
※国内（1～3月）、海外（1月）は6月下旬に納品

海外2～3月は７月中旬に納品

データ提供元 データ納品時期

㈱インテージ
　基本：「基本300スポット」及び「市区町村滞在データ」→2カ月後

  　 他：「他スポット訪問データ」等→４カ月後

㈱Agoop 1カ月ごと、翌月（１～３月分のみまとめて4月納品）

7～9

月分

10～12

月分
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【参考】東北観光DMP格納データの取扱いについて（重要）

■東北観光DMPの使用に当たっては、「東北観光DMP使用ルール」を遵守してくださるようお願いします。

■消費購買データは実数値の外部公開（HPでの公開、外部出席者を含む会議での資料として使用等）が

不可となっておりますので、資料を公開する際は数字の他、グラフ等の単位を含めて必ずマスキングを行ってく

ださい。なお、順位や割合（円グラフ）など、実数値を特定できない表現を用いる場合は公開可能です。

■消費購買データを使用した資料を外部公開する場合は、事前に資料のデータ送付と併せて東北観光推進

機構へ連絡し、承諾を得てくださるようお願いします。

■DMPに格納している各データの出典記載は下記の表を参考にしてください。

データ種別 実数値の外部公開 事前連絡 出典の記載例

国内動態 可 不要 出典：東北観光DMP（データ提供元：株式会社Agoop）

海外動態 可 不要 出典：東北観光DMP（データ提供元：株式会社インテージ）

消費購買 不可 要 出典：東北観光DMP

その他（※） 可 不要 出典：東北観光DMP

※「その他」は、東北観光DMPに格納されている動態、消費購買以外のデータ（Web、SNS、公的統計、アンケートなど）を指します。 7



【参考】 消費購買データ 実数値のマスキング例

割合（%）での表現は
実数値を特定できないため
マスキング不要

単位や軸ラベルの
マスキングも忘れずに

利用人数、利用件数、利用金額、
利用単価はマスキングが必要
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①（公社）青森県観光国際交流機構
②（一社）Clan PEONY 津軽
③（一財）VISITはちのへ
④（一社）しもきたツーリズム
⑤(一社)十和田奥入瀬観光機構

①（株）かまいしDMC
②（一社）宮古観光文化交流協会
③（一社）世界遺産平泉・一関DMO
④（一社）花巻観光協会
⑤（公財）岩手県観光協会
⑥（一社）しずくいし観光協会
⑦(株)遠野ふるさと商社
⑧（一社）八幡平市観光協会
⑨（公財）さんりく基金  

①（一社）気仙沼地域戦略
②（公財）仙台観光国際協会
③（公社）宮城県観光連盟
④(一社）石巻圏観光振興機構
⑤（一社）みやぎ大崎観光公社

①（一社）福島市観光コンベンション協会
②（公財）福島県観光物産交流協会
③（一社）郡山市観光協会
④（一社）いわき観光まちづくりビューロー
⑤（一財）会津若松観光ビューロー
⑥（一社）猪苗代観光協会

①（株）かづの観光物産公社
②（株）おが地域振興公社
③（一社）田沢湖・角館観光協会
④（一社）横手市観光推進機構
⑤（一社）秋田県観光連盟
⑥（一社）あきた白神ツーリズム
⑦（一社）秋田犬ツーリズム

①（株）おもてなし山形
②（一社）DEGAM鶴岡ツーリズムビューロー

③（一社）上山市観光物産協会
④（一社）やまがたアルカディア観光局
⑤（公社）山形県観光物産協会
⑥（一財）酒田DMO 
⑦（一社）尾花沢市観光物産協会
⑧ 山形市

①（公社）新潟県観光協会

 【参考】東北観光DMP 利用DMO一覧（2026年10月1日現在）

▽以下の41団体が「東北観光DMP」を利用中 (DMO等 40 基礎自治体 1)

青森県（5） 岩手県(9)

秋田県（7）

宮城県(5)

山形県(8) DMO等 7 基礎自治体 1

福島県(6)

新潟県(1)



2 海外動態データの概要
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（1） 海外動態データについて

実訪問数の考え方
（スポットの場合）

（例）実訪問数＝40人

（Bさん10人+Cさん30人）

1時間以上の滞在者

1回の訪日旅行滞在期間中は、同一エリアにおいて「1人1回」のカウントとしている
・観光客数（日帰り） ・・ 10:00～17:59の間に1(2)時間以上滞在した人数
・宿泊客数（宿泊） ・・ （深夜）2:00～4:59の間に1(2)時間以上滞在した人数
・旅行客数（実訪問）・・ 時間区分なく1(2)時間以上滞在した人数
※宿泊時間と観光時間の両方に滞在となった場合は両方にカウントする。
※スポットtoスポット分析では、両地点とも1時間以上滞在となった場合にカウントする。
※モバイル空間統計では、 秘匿処理として集計結果から小人数エリアを除く処理を行っている。

実訪問数のカウント方法

11

動態種類 海外動態

概　要 インバウンド観光客の動態情報について可視化するもの

データ購入元 　　　　　　　　　　　　㈱インテージ

ビッグデータ種類 携帯電話基地局データ

購入データ 　　　　　　モバイル空間統計(㈱NTTドコモ社)

購入データの概要

　NTTドコモ社の携帯電話ネットワークの仕組みを活用した訪日外国人(インバウンド)

の動態統計情報。時間単位の滞在数について365日把握可能。携帯電話ネット

ワークは、各基地局のエリアごとに所在する携帯電話を時間単位で周期的に把握して

いる。この仕組みを利用し、携帯電話の台数を集計、エリアごとにドコモの普及率を加

味することで滞在数を推計している(他キャリアの基地局情報は把握できないため)。

【訪日外国人】※ローミングデータから「どこの国から来た人か」を判別

  24時間以上国内滞在しており、以下の条件を満たす場合に捕捉

　①空港近辺で入国場所が特定できる

　②一定継続して電源が投入されている

　③空港近辺で出国場所が特定できる
（日本滞在が数時間で滞在先が限定されるクルーズ船入国者（船舶観光上陸許可）は推計対象外）

購入データの
サンプルサイズ・

信頼性

訪日外国人約1,200万人台（2019年の年間実績)

訪日外国人の集計処理では、法務省の出入国管理統計をもとにした拡大推計処理

を実施している。

東北観光DMPでの
実訪問数の考え方

【スポット (1kmメッシュ)の場合】

　滞在時間が1時間以上の場合に「訪問」と判断し、訪問数に「拡大推計係数」を

乗じた人数を実訪問数とする。

【都道府県・市町村単位の集計の場合】

　滞在時間が2時間以上の場合に「訪問」と判断し、訪問数に「拡大推計係数」を

乗じた人数を実訪問数とする。

スポットエリア数 約400スポット (2026年9月時点)

外部公開のルール

　実数値の公開　「可」　　　東観推への事前連絡　「不要」

　出典の記載方法（↓外部への資料掲載時に付記すること）

　「出典：東北観光DMP（データ提供元：株式会社インテージ）」

㈱Agoop公式        より

モバイル空間統計®

㈱NTTdocomo・㈱インテージ公式ホームページより引用



DMPデータ名
スポット動態データ

【単点】
スポット動態データ

【スポット間移動（スポットtoスポット）】
市区町村別 観光客数・宿泊客数分析

概　要 スポットへの訪問数・属性データの把握 スポット間の移動訪問数の把握 観光客数・宿泊客数の市区町村別の把握

ダッシュボード GPS-30 GPS-31 GPS-10

訪問者の
属 性

【スポット別】

① 国別（地域・州別も可能）

② 昼夜別（日中訪問・宿泊の判別）

【スポット別】

① 国別（地域・州別も可能）

【市区町村別】

① 国別（地域・州別も可能）

フィルタリング
期間の粒度

月別（Month） 月別（Month） 月別（Month）

フィルタリング
エリアの粒度

市区町村別
※「スポット名」でのフィルタリング機能も搭載

市区町村別
※「スポット名」でのフィルタリング機能も搭載

市区町村別

格納データ
期間

2026.1～6、2025～2023、

2020.1～3、2019～2016

2026.1~4、2025～2023、

2020.1～3、2019～2016

2026.1～6、2025～2023、

2020.1～3、2019～2016

特　徴

指定スポット(1kmメッシュ)への「属性別の訪問数」を

把握することが可能。
※スポット箇所の選定については東観推と各県市

　（仙台市）で調整し指定したもの

指定スポット(1kmメッシュ)から他スポット(1kmメッシュ)への

「属性別の訪問数」を把握することが可能（前後の区別なし）。

国別の「観光客数」・「宿泊客数」について、「円グラフ」・

「一覧表」・「折れ線グラフ」のそれぞれの形式で把握するこ

とが可能。

エリア粒度 市区町村別

訪問判定基準 2時間

エリア指定
イメージ

1時間

その他
補足事項

「1kmメッシュ」単位でスポットを指定し集計(メッシュ規格は国標準) ➡ 都市部の場合意図しないポイントも捕捉している場合があるため要注意

1km×1km

メッシュで

集客スポットを

エリア指定

して集計

DMP画面例【昼夜別】

画面左の「スポット名」を選択クリックすると、
「マップ」に該当エリアの昼夜別割合がカラーで

表示される（赤：昼(観光客) 青：夜(宿泊客)） 
画面右には国別の割合が表示される。

A 基点
スポット

B 他訪問
スポット

※
エリア指定
の概念は
左と同じ

A B

周遊の

軌跡に

ついて

曲線で

表現

画面左の「スポット名」を選択クリックすると、選択したスポットの
「fromスポット」及び「toスポット」が曲線で結ばれる。
また、画面右には選択したスポットに対する他訪問

スポット(fromとtoの合計)の実訪問数が表示される。

クリック

すると

曲線が

表示

観光客数(昼)

国・地域別 DMP画面例【円グラフ】DMP画面例【国別】

DMP画面例

DMP画面例

「円グラフ」の「国名」をクリックすると、選択した国の
「観光客数」・「宿泊客数」が「一覧表」・「折れ線グラフ」

に反映され表示される。

DMP画面例【全体】

宿泊客数(夜)

（2） 海外動態データ 主要ダッシュボードごとのデータについて
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3 消費購買データの概要

13



種　類 消費購買 【国内 ・ 海外】

概　要 国内及び海外観光客の消費購買情報について可視化するもの

データ購入元 　　　　　　　　　　三井住友カード㈱　

購入データ 三井住友カード㈱が保有するキャッシュレスデータ　(拡大推計なし)

購入データの概要

東北観光DMPでの
消費購買データの

考え方

① 「観光目的の消費」の特定を図るため、以下のケースを除外

 【除外ケース】

・ 観光目的外の加盟店　→　家賃・公共料金支払・税金などの加盟店は除外

・ 本社登録加盟店

　→　全国チェーンの全店舗の売上が、本社住所（東京など）の売上に一括計上

　　　 される加盟店は除外

② 海外データについて、「訪日外国人」の特定を図るため、以下のケースを除外

 【除外ケース】

・ 日本国内でカード決済した月が、過去12ヶ月間に6ヶ月以上ある者は除外

・ 在日外国人でなければ発生しづらい決済履歴がある者は除外

　→　光熱水費や税金納付など

格納データ期間
【国内】2026.1~6、2025～2022・2019

【海外】2026.1~6、2025～2023・2019　　　(2026年9月時点)

外部公開のルール

　実数値の公開　「不可」　　　東観推への事前連絡　「要」

　→　具体的なルールについては、スライド下部を参照

　出典の記載方法(外部への資料掲載時に付記すること)「出典：東北観光DMP」

三井住友カード キャッシュレスデータ

三井住友カード㈱提供資料より引用

国 内

VJAグループについて

VJA各社
発行カード

他社
発行カード

対象

対象

国 内

海 外

海 外

国 内

海 外

対象外

対象

VJA各社加盟店の場合

国 内

対象

VJA各社非加盟店の場合

海 外

対象外

海 外

対象外

対象外

国 内

対象データイメージ

決済
決済

VJA各社
発行カード

他社
発行カード

業種分類（全33業種）※例

実数値のマスキング例
利用人数・利用件数・利用金額・

利用単価は要マスキング

① 「消費購買データ」は「実数値の外部公開」（HPでの公開、部外者を含む会議での
資料として使用等）について不可としている。

② 資料を公開する場合は数字の他、グラフ等の単位を含めて必ずマスキングを行うこと。
   なお、順位や割合（円グラフ）など、実数値を特定できない表現であれば公開可能。
③ 消費購買データを使用した資料を外部公開する場合は、事前にマスキング済みの
資料のデータ共有と併せて、東北観光推進機構へ連絡し承諾を得ること。

【重要】 実数値の外部公開について

（1） 消費購買データについて
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海 外
PAY-11

国 内
PAY-13

画面左の
「メニュー」を
選択すると
その断面での
分析情報が
表示される
※「INFO」
から各メニュー
の説明が
みれる

画面右上の「INFO」を
選択すると

そのダッシュボードの
見方やポイントに
ついて示した
説明スライドが
展開される

※全機能共通※実際の
画面では
表示される

※実際の
画面では
表示される

例 「訪日」

上の「海外」と
同様、

画面左の
「メニュー」を
選択すると
その断面での
分析情報が
表示される
※「INFO」
に各メニュー
の説明あり

例 「国内」

(2) 消費購買データ 主要ダッシュボードごとのデータについて

15



クロス【海外 動態×消費】
MXD-10

「四象限」で次の指標について結果を表示
① 決済金額 上位 ・ 観光客数 下位
② 決済金額 上位 ・ 観光客数 上位
③ 決済金額 下位 ・ 観光客数 下位
④ 決済金額 下位 ・ 観光客数 上位

選択した県の範囲で相対的な立ち位置を把
握することが可能。市区郡単位で分析（町村
は郡でひとまとめ）。
※上位・下位の判別は中央値を基準に区分け

① ②

③ ④

期間別・都道府県別（市区郡単位で結果表示）・国籍別・
業種別（消費購買）で分析することが可能

「消費」 × 「観光客数（昼）」 or 「宿泊客数
（夜）」 or 「昼夜合算」 から選択し分析表示するこ
とができる

「分布図」の市区郡名をクリックするとクリックした
市区郡の情報が下段の各種グラフに反映される。

【例】
1. 期間内（月別）の「観光客数」・「宿泊客

数」・「決済金額」が折れ線グラフで表示
（左）

2.  期間内（月別）の国籍別決済金額が積み
上げ面グラフで表示（右）

画面下段のグラフについてはボックスリストより
次の断面で選択し分析可能

1. 「消費」 × 「動態」（観光・宿泊）
2. 消費金額（業種別）
3. 消費金額（国籍別）
4. 観光客数（国籍別）
5. 宿泊客数（国籍別）

（3） 消費購買データ 主要ダッシュボードごとのデータについて

16



4 海外動態データ
ダッシュボードの説明

17



（1）GPS-03 （出入国空港）

ダッシュボードの特徴

18

・訪問のあったインバウンドが、どの空港から入国し、どの空港から出国しているかを分析することができます。
→ 入国・出国の動線を意識したプロモーションに活用できます！

【動態分析（海外）】の
『GPS-03』を選択



（1）GPS-03 （出入国空港）

①

②

19

① ②

① 表示させたい「期間」、「都道府県」、「地域・国」を選択
② 『実行』ボタンをクリック → ダッシュボードに結果が反映

■基本的な操作（パラメータ設定）



（1）GPS-03 （出入国空港）

■ダッシュボードの読み方

①

②

① 選択した「県」「地域・国」ごとの入国空港が表示されます。
→円グラフに入国空港ごとの割合、右の棒グラフに国別の人数が表示されます。

② 選択した「県」「地域・国」ごとの出国空港が表示されます。
→円グラフに出国空港ごとの割合、右の棒グラフに国別の人数が表示されます。

20



・市町村単位で、インバウンド観光客の訪問動態が確認できる。
←どの国から、どの市町村に来ているのか、基本的な来訪者分析を行うことが可能！

・観光客（10:00～17:59に滞在した人）と宿泊客（2:00～4:59に滞在した人）に分けて表示。
←昼夜滞在に分けて動態を確認することができる！

（2）GPS-10 （国別総合・市町村別）

ダッシュボードの特徴

21

【動態分析（海外）】の
『GPS-10』を選択



（2）GPS-10 （国別総合・市町村別）

■基本的な操作（パラメータ設定）

① ②

① 表示させたい「期間」、「都道府県・市町村」、「地域・州・国」を選択
② 『実行』ボタンをクリック → ダッシュボードに結果が反映

22



（2）GPS-10 （国別総合・市町村別）

■ダッシュボードの読み方（居住地別）

① ②

③

① 選択した条件の国別「観光客数」、「宿泊客数」が表示されます。
② 月別、市町村別に「観光客数」、「宿泊客数」が表示されます。
③ ②の内容がグラフ化されます。

★左上の切り替えボタンで、折れ線グラフと積み上げグラフの選択ができます。

円グラフ内で国を選択すると、
②③にその選択した国の状況が

表示される。

「▼」ボタンを使って降順、
昇順を切り替えられます。

23
観光客数：10:00～17:59の間に2時間以上滞在した人数
宿泊客数：（深夜）2:00～4:59の間に2時間以上滞在した人数



・スポット単位で、国別訪問数を確認できる。
←訪問が多いスポットやどの国からの訪問が多いかなど、基本的な来訪者分析を行うことが可能！

・夜間帯の訪問を「宿泊者」と考えることで、宿泊率の高いスポットを確認できる！

（3）GPS-30 （海外/スポット別訪問分析ダッシュボード）

ダッシュボードの特徴

24

【動態分析（海外）】の
『GPS-30』を選択



（3）GPS-30 （海外/スポット別訪問分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（国別）

① ② ③

① 選択した「期間」「県・市町村」「国」に関するスポットごとの実訪問数が表示されます。
→ いつ、どこの国から、どのスポットへの訪問が多いかなど、基本的な分析が可能です。

② 訪問のあったスポットが地図上にプロットされます。
→ 右上の←ボタンから表示を切り替えることでスポットが見やすくなります。

25

「▼」ボタンを使って降順、
昇順を切り替えられます。

地図右上の「←」ボタンで、地図上の
表示を切り替えられます。
例）「シンプル」から「バブル」に

切り替え



（3）GPS-30 （海外/スポット別訪問分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（国別）

① ② ③

③ 国別の訪問数が表示されます。
→ 初期表示では、①に表示されているスポットの合計値が表示されています。

①の表でスポットを選択することで、個別のスポットごとの国別訪問を表示させることができます。
また、「Ctrl」キーを押しながら選択することで複数スポットを選択することもできます。

「集計表」と「グラフ」の
表示を切り替えられます。

26

スポットを選択して国別訪問数
を深掘りすることが可能です。



（3）GPS-30 （海外/スポット別訪問分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（昼夜別）

① ② ③

27

① スポットごとの訪問状況に「観光客」「宿泊客」「宿泊率」の項目が加わります。
→「観光客」 10:00～17:59の間に1時間以上スポットに滞在した人数

「宿泊客」 （深夜）2:00～4:59の間に1時間以上スポットに滞在した人数
「宿泊率」 実訪問数に占める宿泊客の割合



（3）GPS-30 （海外/スポット別訪問分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（昼夜別）

① ② ③

28

円グラフの赤が「観光客数」、
青が「宿泊客数」を示しています。

② スポットごとの昼夜別訪問が円グラフとして地図上にプロットされます。
→右上の「←」で表示変更可能です。

③ 国別の「実訪問数」「観光客数」「宿泊客数」の割合が表示されます。
→ 初期表示では、①に表示されているスポットの合計値が表示されています。

①の表でスポットを選択することで、個別のスポットごとの国別訪問を表示させることができます。



（4）GPS-31 （海外/他スポット訪問分析（動態））

ダッシュボードの特徴

29

【動態分析（海外）】の
『GPS-31』を選択

・あるスポットを基準に、そのほかにどのようなスポットに立ち寄っているかが確認できる。
→スポット間の訪問に関する結びつきを把握して、周遊を意識したマーケティング施策の検討に活かせる！
広域分析ができる東北観光DMPの強みとして、同じ旅行中の他訪問スポットは、
基準スポットと同じ県内だけでなく、県をまたいだ訪問動態も確認できる！



（4）GPS-31 （海外/他スポット訪問分析（動態） ）

■ダッシュボードの読み方（東北域内）

①

②

① 登録されたスポットごとに「実訪問数」と「他訪問合計」が表示されます。
→ 「実訪問数」 基準となるスポットを訪問した人をカウント。

「他訪問数」 基準となるスポットを訪問した人が、行程中に他のスポットを訪問した場合にカウント。
「他訪問合計」 他のスポットを訪問した人が、そのスポットを訪れた合計数を示します。

※複数回のカウントが起こり得るため、実訪問数よりも多くなることがあります。

② 実訪問数の国別割合を円グラフに表示します。

30

③ ④



（4）GPS-31 （海外/他スポット訪問分析（動態） ）

■ダッシュボードの読み方（東北域内）

① ②

③ ①の表のスポットが地図上にプロットされます。
→右上のボタンを切り替えることで、「ピン＋バブル」の表示と、基準スポットとその他訪問スポットを線で
つないだ「線＋バブル」の図に切り替えることができます。

④ ①のスポットに対する他訪問スポットが表示されます。
→①の表でスポットを選択することで、特定のスポットに対する他訪問スポットを表示させることができます。

31

③

④

地図右上の「←」ボタンで、地図上の
表示を「ピン＋バブル」から「線＋バ
ブル」に切り替えることができます。



（4）GPS-31 （海外/他スポット訪問分析（動態） ）

■ダッシュボードの読み方（域外・全国ハブ）

32

★基本的なダッシュボードの読み方は「東北域内」と同じです。
右上の表に、東北域外のスポット（東京駅、成田空港、関西国際空港など）が抽出されます。
→主要な駅や空港と東北のスポットとの周遊動態を確認することができます。

スポットは主要地点に絞っていますが、インバウンドの大きな周遊動態を確認することができます。



（5）GPS-32 （海外/スポット別訪問自由分析（動態））

ダッシュボードの特徴

33

【動態分析（海外）】の
『GPS-32』を選択

・「GPS-30（海外/スポット別訪問分析ダッシュボード）」の分析項目を基に、オーダーメイドで
分析表の作成が可能。
→必要な情報に絞って、集計表・グラフにすることができ、テーマを決めて分析するときには最も効果的！



（5）GPS-32 （海外/スポット別訪問自由分析（動態））

■ダッシュボードの操作方法

②

②

③

① 集計表の横を「列項目」に加えます（項目をボックスに移動し、 を付けます）
② 集計表の縦を「行項目」に加えます（項目をボックスに移動し、 を付けます）
※項目はドラッグで自由に動かせます。

③ 「集計項目」に集計したい項目を加えます。

①

③

表に盛り込む要素を
手動で列や行に移動

↓
分析しやすい集計表が

作成できる

項目を編集したら、
『適用』を忘れずに！

34



（5）GPS-32 （海外/スポット別訪問自由分析（動態））

■ダッシュボードの操作方法

②

③

・フィルター機能を使うと、大量にある要素から必要なものだけを表示させることができます。
例）大量にあるスポットのうち、温泉地・宿泊施設のみを表示させる。
→そのまま資料に使える表を作成することができる。

フィルター機能を使うと、
集計表に表示させる項目を
絞り込むことができます。

表示させたい項目に

35



（5）GPS-32 （海外/スポット別訪問自由分析（動態））

■ダッシュボードの操作方法

②

③

・基本の表示は集計表ですが、「チャート切り替え」を駆使すると、様々なグラフに表示を変更させることが
可能です。
注）集計表の形式によっては上手くグラフ化できないことがあります。その際は、項目をグラフにできるように

編集したり、真ん中の切り替えボタンを上手に使ってグラフの形を整えてみましょう。

チャート切り替えを使うと、
各種グラフに切り替えが可能。

切り替えボタンを使うと、
ワンクリックで列と行の入れ替えが

できます。

36



（5）GPS-32 （海外/スポット別訪問自由分析（動態））

■ダッシュボードの操作方法

②

③

・上部の「操作」から、設定した検索項目を保存することが可能です。
●「操作状態保存」→作成した設定を保存することができます。

定期的に同じ分析をするような内容を保存しておくと便利です！
●「操作状態選択」→保存した設定を呼び出すことができます。

「操作状態選択」

保存した設定を呼び出すことができます。

「操作状態保存」

設定に名前を付けて保存ができます。
注）初期表示で使用するに を入れると、

次回開いたときに保存した設定で自動的に表示
されます。

37



5 消費購買データ
ダッシュボードの説明

38



・訪日観光客の消費購買状況が確認できる。
←市区郡別、国籍別、時間帯別など、基本的な消費購買分析を詳細に行うことが可能！

・実際のクレジットカード決済に基づく内容を把握可能。
←リアルな消費購買の変化を把握できる！

（1）PAY-11 （訪日消費購買分析ダッシュボード）

ダッシュボードの特徴

39

【消費購買（海外）】の
『PAY-11』を選択



（1）PAY-11 （訪日消費購買分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（居住地別・業種）

①

②

③

① 利用金額に応じて、地図上にヒートマップ表示されます。また分析したい市区郡を地図から選択すること
も可能です。

② 選択した県・市区郡でのクレジットカード利用件数・利用金額に対する国別の割合が円グラフ化されま
す。

「▼」ボタンを使って降順、
昇順を切り替えられます。

実際は表示

40

地図上で市区郡を選択すると、
その状況が反映されます。
またカーソルを合わせると、

吹き出しで詳細が表示されます。



（1）PAY-11 （訪日消費購買分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（居住地別・業種）

①

②

③

③ 業種ごとのクレジットカード「利用人数」、「利用件数」、「利用金額」、「利用単価」が表示されます。
※ それぞれの業種に含まれる店舗等は非公表の状況となっています。

利用人数、または利用件数が5未満の場合は、個人情報秘匿のため「0」として取り扱っています。

「▼」ボタンを使って降順、
昇順を切り替えられます。

41

業
種
ご
と
の
利
用
人
数

業
種
ご
と
の
利
用
件
数

業
種
ご
と
の
利
用
金
額

業
種
ご
と
の
利
用
単
価

資料化する際は人数や金額の表示を行わないこと

市区郡を選択した場合、
対象地域の内容が表に反映



（1）PAY-11 （訪日消費購買分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（時系列）

① 対象地域の月別「利用件数」（折れ線）、「利用金額」（縦棒）を表示します。
＊シーズンにおける利用件数・金額の多寡、バランスなどを視覚的に確認できます。

② 対象地域の24時間での「利用件数」（折れ線）、「利用金額」（縦棒）を表示します。
＊時間帯ごとの利用件数・金額の動態を視覚的に確認できます。

42グラフの軸表示も忘れずマスキングを！

市区郡を選択した場合、
対象地域の内容が表に反映

利
用
金
額

利
用
件
数

①

利
用
金
額

利
用
件
数

②



（1）PAY-11 （訪日消費購買分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（国籍別ランキング）

① 国籍別利用件数のシェア率が表示されます。
どの国からの訪問者の利用が多いか確認できます。（訪問数の多さに影響を受けやすい）

② 国籍別利用金額のシェア率が表示されます。
どの国からの訪問者の利用金額が多いか確認できます。（訪問数の多さに影響を受けやすい）

シェア率は金額を特定できないのでマスキング不要！

① ② ③

④

43

利用単価

■表示イメージ ●●●●

左の「利用単価」「利用件数」「利用金額」を
選択すると、月別・県別の状況が横棒グラフと
数字で表示されます。



（1）PAY-11 （訪日消費購買分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（国籍別ランキング）

③ 国籍別の利用単価が確認できます。
利用業種によって大きく利用単価が異なるため、「業種」を絞って分析するのがおすすめ！

＊グラフ中の金額表示もマスキングが必要！（軸と単位も忘れずに）
表示の隠し方は以下を参照。

① ② ③

④

44

利用単価

■表示イメージ ●●●●

左の「利用単価」「利用件数」「利用金額」を
選択すると、月別・県別の状況が横棒グラフと
数字で表示されます。

グラフ中の金額表示を隠す方法

グラフ上部にカーソルを合わせると、下図のように5つの
メニューが表示されます。
右から2番目の「データラベル」のメニューから「データ
ラベルを表示しない」を選ぶと、グラフ中の金額が表示さ
れなくなります。



（1）PAY-11 （訪日消費購買分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（国籍別ランキング）

④ 国籍別に、「利用単価」「利用件数」「利用金額」の状況を月別で表示します。
＊表示イメージのように、棒グラフと数字を組み合わせた表示となっています。
左側のボタンをクリックすると、「利用単価」「利用件数」「利用金額」をそれぞれ切り替えることができ
ます。

① ② ③

④

45

利用単価

■表示イメージ ●●●●

左の「利用単価」「利用件数」「利用金額」を
選択すると、月別・国籍別の状況が横棒グラフ
と数字で表示されます。

指標は選択可能



・訪日観光客の消費購買について、海外動態のデータと合わせたグラフや表を可視化することで、
一覧的に実態を把握することに適した結果を出力！

（2）PAY-12 （訪日消費購買×動態分析ダッシュボード）

ダッシュボードの特徴

46

【消費購買（海外）】の
『PAY-12』を選択



（2）PAY-12 （訪日消費購買×動態分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（地域傾向）

① ②

③

① パラメーターで設定した対象地域の「決済人数」または「決済金額」が視覚的に表示されます。
バブルの場合、円が大きいところが「決済人数」または「決済金額」が大きい。
＊右上の「←」ボタンで表示を切り替えることができます。

左側の「決済人数」「決済金額」のボタンで表示させる項目を選択することができます。

決
済
金
額

決済金額

47

実際は表示

地図右上の「←」ボタンで、地図上の
表示を切り替えられます。

例）「バブル」から「ヒートマッ
プ」に切り替え

ボタンで表示切り替え
できます。



（2）PAY-12 （訪日消費購買×動態分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（地域傾向）

① ②

③

② 「観光客数」「宿泊客数」「決済金額」、または「観光客数」「宿泊客数」「決済人数」をグラフ化。
訪問数や宿泊数の動きと、クレジットカード決済の動きを一つのグラフで確認できます。
経年比較することで、動態と消費にどのような相関があるかを視覚的に把握することが可能です。

＊右側の凡例をクリックすると、グラフに表示させる項目を選択することができます。

実際は表示

地図上で市町村を選択すると、
その状況が反映されます。
またカーソルを合わせると、

吹き出しで詳細が表示されます。

決
済
金
額

決済金額
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実際は表示

凡例をクリックして
項目を選択できます。

感覚的に状況を把握しやすいので、
資料への活用におすすめです！

（マスキングが必要な箇所も少なく、
グラフが見やすい）



（2）PAY-12 （訪日消費購買×動態分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（地域傾向）

① ②

③

③ 国籍別の「観光客数」、「宿泊客数」、「決済金額」（または「決済人数」）をランキング形式にグラフ化
しています。

設定した期間を通じた動態、決済状況を確認することができます。

「▼」ボタンを使って降順、
昇順を切り替えられます。

実際は表示

地図上で市町村を選択すると、
その状況が反映されます。
またカーソルを合わせると、

吹き出しで詳細が表示されます。

決
済
金
額

決済金額
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実際は表示

グラフの軸表示も忘れずマスキングを！



（2）PAY-12 （訪日消費購買×動態分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（地域傾向）

③

①② 国籍別・月別の「決済金額」を表示しています。
左側の切り替えボタンで、表示させる項目を「観光客数」「宿泊客数」「決済人数」「決済金額」で切

り替えることができます。＊「観光客数」「宿泊客数」を選択している場合は、マスキング不要です。

決
済
金
額

決済金額

決
済
金
額

ボタンで表示
切り替え
できます。

決済金額
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①

決
済
金
額

②

グラフの軸表示も忘れずマスキングを！



（2）PAY-12 （訪日消費購買×動態分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（地域傾向）

③ 市区郡別の集計表が表示されます。
表示される項目は、左側の切り替えボタンで選んだものになります。
棒グラフと数字で視覚的に把握しやすい表として表示されます。

決
済
金
額

決済金額

決
済
金
額

決済金額
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①

決
済
金
額

②

■表示イメージ

左の「観光客数」「宿泊客数」「決済人数」
「決済金額」を選択すると、月別・市区郡別
の状況が横棒グラフと数字で表示されます。

●●●●

「▼」ボタンを使って降順、
昇順を切り替えられます。

③



・訪日観光客の動態（観光客数と宿泊客数）と消費購買をクロスしたデータを確認できる。
←市区郡間の位置づけも確認できるため、市区郡ごとの強み・弱みの洗い出しや、

施策の方向性を確認することに役立てることができる！

（3）MXD-10 （クロス分析ダッシュボード（消費×動態/訪日））

ダッシュボードの特徴

52

【クロス分析】の
『MXD-10』を選択

52



（3）MXD-10 （クロス分析ダッシュボード（消費×動態/訪日））

■ダッシュボードの読み方

① 左上で選択した項目（この場合は「消費×観光客数」）に対する各市区郡の位置づけを表示します。
観光客数（あるいは宿泊客数）と決済金額のバランスを確認できます。
他市区郡と比べた位置づけを確認することで、強み・弱み、課題の抽出などに役立ちます！

② ①の状況を四象限に分割して、相対的な市区郡の位置づけを表示します。

決
済
金
額

53

①

決
済
金
額

②

切り替えボタンで「観光客」と
「宿泊客」の分析を切り替え可能

③

決
済
金
額

④

地図への切り替え可能



（3）MXD-10 （クロス分析ダッシュボード（消費×動態/訪日））

■ダッシュボードの読み方
③ 対象エリアの「決済金額」、「観光客数」、「宿泊客数」を集計し、ランキング表示しています。

降順表示を上手く使って、宿泊客数順に並べたり、決済金額順に並べることで、それぞれの市区郡の
位置づけを把握しやすくなります。

④ 対象期間の分析項目をグラフ化して表示します。
「決済金額」や「観光客数」、「宿泊客数」などを積み上げ面グラフ等の形式で表示します。

決
済
金
額

54

①

決
済
金
額

②
③

決
済
金
額

④

「▼」ボタンを使って降順、
昇順を切り替えられます。

指標は選択可能 指標は選択可能



6 海外動態データ
アウトプットイメージの説明

55



・スポット単位で、国別訪問数を確認できる。
←訪問が多いスポットやどの国からの訪問が多いかなど、基本的な来訪者分析を行うことが可能！

・夜間帯の訪問を「宿泊者」と考えることで、宿泊率の高いスポットを確認できる！

（3）GPS-30 （海外/スポット別訪問分析ダッシュボード）

ダッシュボードの特徴

56

【動態分析（海外）】の
『GPS-30』を選択

再掲



（3）GPS-30 （海外/スポット別訪問分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（国別）

① ② ③

① 選択した「期間」「県・市町村」「国」に関するスポットごとの実訪問数が表示されます。
→ いつ、どこの国から、どのスポットへの訪問が多いかなど、基本的な分析が可能です。

② 訪問のあったスポットが地図上にプロットされます。
→ 右上の←ボタンから表示を切り替えることでスポットが見やすくなります。

57

「▼」ボタンを使って降順、
昇順を切り替えられます。

地図右上の「←」ボタンで、地図上の
表示を切り替えられます。
例）「シンプル」から「バブル」に

切り替え

再掲



（3）GPS-30 （海外/スポット別訪問分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（国別）

① ② ③

③ 国別の訪問数が表示されます。
→ 初期表示では、①に表示されているスポットの合計値が表示されています。

①の表でスポットを選択することで、個別のスポットごとの国別訪問を表示させることができます。
また、「Ctrl」キーを押しながら選択することで複数スポットを選択することもできます。

「集計表」と「グラフ」の
表示を切り替えられます。

58

スポットを選択して国別訪問数
を深掘りすることが可能です。

再掲



（3）GPS-30 （海外/スポット別訪問分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（昼夜別）

① ② ③

59

① スポットごとの訪問状況に「観光客」「宿泊客」「宿泊率」の項目が加わります。
→「観光客」 10:00～17:59の間に1時間以上スポットに滞在した人数

「宿泊客」 （深夜）2:00～4:59の間に1時間以上スポットに滞在した人数
「宿泊率」 実訪問数に占める宿泊客の割合

再掲



（3）GPS-30 （海外/スポット別訪問分析ダッシュボード）

■ダッシュボードの読み方（昼夜別）

① ② ③

60

円グラフの赤が「観光客数」、
青が「宿泊客数」を示しています。

② スポットごとの昼夜別訪問が円グラフとして地図上にプロットされます。
→右上の「←」で表示変更可能です。

③ 国別の「実訪問数」「観光客数」「宿泊客数」の割合が表示されます。
→ 初期表示では、①に表示されているスポットの合計値が表示されています。

①の表でスポットを選択することで、個別のスポットごとの国別訪問を表示させることができます。

再掲



海外動態ダッシュボード GPS-30
（海外/スポット別訪問分析ダッシュボード） アウトプットイメージ

61
出典：東北観光DMP
（データ提供元：株式会社イン
テージ）

■2026年1～4月訪問状況ヒートマップ ■東北6県＋新潟県内スポットのTOP20訪問数推移
※集計対象時期は、2024年・2025年・2026年各1～4月とする。
（前年比20%以上増青矢印、20%以上減赤矢印、その他緑矢印）

・2026年1～4月の実訪問数は、仙台駅周辺が最多で、次いで越後湯沢駅周辺、銀山温泉、仙台空港周辺、蔵王温泉と続く。

・仙台空港、松島、青森駅前周辺、盛岡市中央通、弘前城周辺、イオンモール名取では3期連続の増加が見られ、交通拠点に加え、都市
部や主要観光地でも訪問の伸びが見られる。

・主要駅・空港などの交通結節点に加え、温泉地やスノーリゾート、桜の名所が上位に入り、冬から春にかけた季節需要が反映されて
いる。

※2026年1～4月の実訪問数が多い順にソート

※参照ダッシュボード ヒートマップ 動態分析（海外）GPS-30
スポット訪問年間推移数 動態分析（海外） GPS-32（開発者環境）



（4）GPS-31 （海外/他スポット訪問分析（動態））

ダッシュボードの特徴

62

【動態分析（海外）】の
『GPS-31』を選択

・あるスポットを基準に、そのほかにどのようなスポットに立ち寄っているかが確認できる。
→スポット間の訪問に関する結びつきを把握して、周遊を意識したマーケティング施策の検討に活かせる！
広域分析ができる東北観光DMPの強みとして、同じ旅行中の他訪問スポットは、
基準スポットと同じ県内だけでなく、県をまたいだ訪問動態も確認できる！

再掲



（4）GPS-31 （海外/他スポット訪問分析（動態） ）

■ダッシュボードの読み方（東北域内）

①

②

① 登録されたスポットごとに「実訪問数」と「他訪問合計」が表示されます。
→ 「実訪問数」 基準となるスポットを訪問した人をカウント。

「他訪問数」 基準となるスポットを訪問した人が、行程中に他のスポットを訪問した場合にカウント。
「他訪問合計」 他のスポットを訪問した人が、そのスポットを訪れた合計数を示します。

※複数回のカウントが起こり得るため、実訪問数よりも多くなることがあります。

② 実訪問数の国別割合を円グラフに表示します。

63

③ ④

再掲



（4）GPS-31 （海外/他スポット訪問分析（動態） ）

■ダッシュボードの読み方（東北域内）

① ②

③ ①の表のスポットが地図上にプロットされます。
→右上のボタンを切り替えることで、「ピン＋バブル」の表示と、基準スポットとその他訪問スポットを線で
つないだ「線＋バブル」の図に切り替えることができます。

④ ①のスポットに対する他訪問スポットが表示されます。
→①の表でスポットを選択することで、特定のスポットに対する他訪問スポットを表示させることができます。

64

③

④

地図右上の「←」ボタンで、地図上の
表示を「ピン＋バブル」から「線＋バ
ブル」に切り替えることができます。

再掲



（4）GPS-31 （海外/他スポット訪問分析（動態） ）

■ダッシュボードの読み方（域外・全国ハブ）

65

★基本的なダッシュボードの読み方は「東北域内」と同じです。
右上の表に、東北域外のスポット（東京駅、成田空港、関西国際空港など）が抽出されます。
→主要な駅や空港と東北のスポットとの周遊動態を確認することができます。

スポットは主要地点に絞っていますが、インバウンドの大きな周遊動態を確認することができます。

再掲



66

出典：東北観光DMP
（データ提供元：株式会社イン
テージ）

2024年1～4月

過去3か年を比較すると
・訪問地点は年々増え、東北各地への広がりがみられる。東京・関西・北海道など域外との移動線も濃
くなり、広域周遊の拡大がうかがえる。

2025年1～4月 2026年1～4月

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS-31

海外動態ダッシュボードGPS－31
（海外/他スポット訪問分析（動態） ）アウトプットイメージ

台湾



（5）GPS-32 （海外/スポット別訪問自由分析（動態））

ダッシュボードの特徴

67

【動態分析（海外）】の
『GPS-32』を選択

・「GPS-30（海外/スポット別訪問分析ダッシュボード）」の分析項目を基に、オーダーメイドで
分析表の作成が可能。
→必要な情報に絞って、集計表・グラフにすることができ、テーマを決めて分析するときには最も効果的！

再掲



（5）GPS-32 （海外/スポット別訪問自由分析（動態））

■ダッシュボードの操作方法

②

②

③

① 集計表の横を「列項目」に加えます（項目をボックスに移動し、 を付けます）
② 集計表の縦を「行項目」に加えます（項目をボックスに移動し、 を付けます）
※項目はドラッグで自由に動かせます。

③ 「集計項目」に集計したい項目を加えます。

①

③

表に盛り込む要素を
手動で列や行に移動

↓
分析しやすい集計表が

作成できる

項目を編集したら、
『適用』を忘れずに！

68

再掲



（5）GPS-32 （海外/スポット別訪問自由分析（動態））

■ダッシュボードの操作方法

②

③

・フィルター機能を使うと、大量にある要素から必要なものだけを表示させることができます。
例）大量にあるスポットのうち、温泉地・宿泊施設のみを表示させる。
→そのまま資料に使える表を作成することができる。

フィルター機能を使うと、
集計表に表示させる項目を
絞り込むことができます。

表示させたい項目に

69

再掲



（5）GPS-32 （海外/スポット別訪問自由分析（動態））

■ダッシュボードの操作方法

②

③

・基本の表示は集計表ですが、「チャート切り替え」を駆使すると、様々なグラフに表示を変更させることが
可能です。
注）集計表の形式によっては上手くグラフ化できないことがあります。その際は、項目をグラフにできるように

編集したり、真ん中の切り替えボタンを上手に使ってグラフの形を整えてみましょう。

チャート切り替えを使うと、
各種グラフに切り替えが可

能。

切り替えボタンを使うと、
ワンクリックで列と行の入れ

替えができます。

70

再掲



（5）GPS-32 （海外/スポット別訪問自由分析（動態））

■ダッシュボードの操作方法

②

③

・上部の「操作」から、設定した検索項目を保存することが可能です。
●「操作状態保存」→作成した設定を保存することができます。

定期的に同じ分析をするような内容を保存しておくと便利です！
●「操作状態選択」→保存した設定を呼び出すことができます。

「操作状態選択」

保存した設定を呼び出すことができます。

「操作状態保存」

設定に名前を付けて保存ができます。
注）初期表示で使用するに を入れると、

次回開いたときに保存した設定で自動的に表示
されます。
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：株式会社イン
テージ）

・2026年1～4月の実訪問数は前年同期比で約7%増となり、2月を除く各月で前年を上回った。1～2月の前年横ばい傾向に対し、
特に4月は前年同月比で約17%増、2024年同月比で約86%増と、春季の伸びが目立つ。

・国籍別では、台湾が全体の約60%で最多で、次いで香港、以降はタイ、中国、オーストラリアと続く。前年から上位構成国に大きな
変動はなく、アジア圏（東アジア・東南アジア）の国が大きな割合を占めている。

■国別訪問数 訪問上位15か国 ■東北6県＋新潟県内スポットへの実訪問数推移

※2026年1～4月の実訪問数が多い順にソート※参照ダッシュボード 国籍別訪問数 動態分析（海外） GPS-30
実訪問推移 動態分析（海外） GPS-32

海外動態ダッシュボード GPS-32
（海外/スポット別訪問自由分析（動態））アウトプットイメージ
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（参考）基本操作 データのダウンロード

■操作方法

②

③

・ダッシュボード上の集計表や地図、グラフ上で「右クリック」すると、「Excelに保存」「画像としてダウンロード」
などの操作が可能になります。
→Excelにダウンロードして表の編集を行ったり、グラフを画像でダウンロードして資料に貼り付けられるので、

資料作成の手間を削減できる！

表や図の上で「右クリック」すると、
「Excelに保存」「画像としてダウンロード」などの

操作ができます。
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（参考）応用操作 ドリルダウン

■操作方法

②

③

・編集したい集計表の上で「右クリック」し、「ドリルダウン」を選択。
→「ドリルダウン」は、集計表の行または列に、「分析の要素を追加する操作」です。
例）「ドリルダウン（列）」を選択し、「day」の要素を追加

「ドリルダウン（列）」

・列（横）の項目に
分析要素を加えた集計表を
表示できます。

→使いこなせると、自由分析
のダッシュボードに切り替えな
くても必要な情報を出せるようになる。

例）
・列に「day」を追加
・「新しいウィンドウで
ドリルダウン」を選択

列に「日別」の項目が追加され、
別ウィンドウで表示される！
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